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Many dangerous risks of earthquake disaster are exist in Kanagawa Prefecture, and we have to reduse the 
dangerousness of earthquake disaster.  Therefore, it is important to understand regional earthquake risk by residential 
citizens and it’s required to be interested in earthquake disaster prevention measures.  The earthquake disaster 
prevention carte is suitable for these important measures as a basic information for disaster risk management, so we 
make it related to Kanagawa Prefecture, and we would like to report the results in this paper. 
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１．はじめに 
2011年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震では死

者行方不明者を含め、約2万人が犠牲となった。東北地方

では津波による被害が多く、関東地方では液状化被害も

見られた。これらを契機に、今後大地震の発生確率の高

い地域において、防災力の強化と改善が求められてきて

いる。そのためには地域特性を踏まえた上で地域住民が

地震災害に興味を持って地域の防災活動を行う必要があ

り、地震時における地域の災害危険性を地域住民に基礎

情報として提供することが極めて重要になる。そのため

の基礎資料として、地震時における危険性を簡単な数値

や表で表す事ができる地震防災カルテが適していると考

える。このような背景から、本研究では地震防災カルテ

の作成に関する研究を行っており、その結果について報

告する。本研究のフロー図を以下に示す。 
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図１．研究フロー 

２．対象地域および診断項目の設定 
本学では、これまでに GIS を活用した防災関連データ

が蓄積されている。地盤関連では、微地形区分図が 50m

×50m メッシュで作成されており、人口、建物データも

収集されている。本研究では、これらの GIS データを引

用して町丁目単位の防災カルテを作成することとし、以

下の 6項目の診断項目を整理することにした。また、対

象地域に関しては、本学が所在する神奈川県は首都圏直

下型地震、東海地震や南関東地震など多くの大地震の発

生が懸念されているため神奈川県を対象とした。 

・人的被害危険度 ・地盤危険度 ・液状化危険度 

・建物倒壊危険度 ・火災危険度 ・予測震度 

 
３．神奈川県の概要 
神奈川県は 33 の市区町村から成り立っており、人口約

900 万人が住む都市である。首都圏の一角に位置してお

り北は東京に接し、東は東京湾、南は相模湾に接してお

り、今後首都圏直下地震や東海地震、南関東地震の発生

の危険性も指摘されている地震に対して災害の危険性が

非常に高い地域と考えられている。地盤に関しては、一

例として図２に微地形区分図を示す。 

 
図２．微地形区分図（神奈川県） 
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４．診断項目と評価方法 
１）人的被害危険度の評価 

今までの大地震の教訓から、避難が少しでも遅れると

人的危険度が大きくなることが分かる。高齢者の方々は

地震発生時に避難する際に何らかの支障が生じやすいと

考え、各市区町村の高齢者率（総人口にたいする６５歳

以上の方の割合）から人的被害危険度を算出することと

した。 

 

高齢者率＝(65 歳以上の人口÷総人口)x100 ・・(1) 

 

２）地盤危険度の評価 

図２に示した微地形区分図を参考に、地盤別に地盤ウ

エイトを設定した。地域別に地盤別の地盤構成面積比を

算定し、（ウエイト×地盤構成面積比）の値を地盤危険

度とした。算定式を以下に示す。 
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地盤危険度＝  ･･(2) 

 
表１．地盤に対する地盤特性ウエイト 

 
 
３）液状化危険度の評価 

微地形区分図から表２を基に（ウエイト×地盤構成面

積比）の値を液状化危険度とした。算定式を以下に示す。 
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液状化危険度＝  ･･(3) 

 
表２．液状化に対する地盤特性ウエイト 

番号(i) 地盤分類 ウエイト 面積比

1 埋立地・干拓地 0.6 RG1 

2 砂洲・砂丘 0.5 RG2 

3 後背湿地 0.5 RG3 

4 自然堤防 0.5 RG4 

5 谷底平野 0.5 RG5 

6 人工改変地 0 RG6 

7 扇状地 0.2 RG7 

8 ローム台地 0 RG8 

9 砂礫台地 0 RG9 

10 火山・他の地形 0 RG10 

11 丘陵地 0 RG11 

 

４）火災危険度の評価 

神奈川県の地域別木造延べ床面積データを収集し、それ

らのデータを基に木造延べ床面積率を算出し、その値を火災

危険度とした。 

 
木造延べ床面積率＝（木造延べ床面積÷地域面積） 

                            ×１００ ・・(４) 

 
５）建物倒壊危険度の評価 

これまでに本学の GIS 上で作成された神奈川県の建物

分布図から各地域の木造分布率（建物全体に対する木造

建築物の割合）から危険度を算出する。 

 
木造分布率＝（木造棟数÷全建物棟数）×１００ ・・(5)  

 
６）予測震度の評価 

対象地域の神奈川県では多くの大地震の発生が今後予

想されている。それらの地震の予測震度マップから最も

予測震度の大きい地震を選出し、対象地震とした。その

結果、本研究においては南関東地震を対象地震とした。

その予測震度マップを地域ごとに50m×50mメッシュで算

定されているため、その予測震度の構成面積比から地域

別の予測震度を算出する。図３に南関東地震の震度分布

図を示す。 

 

 
図３．南関東地震 震度分布図（神奈川県） 

 
５．地域別防災カルテの作成 
地震防災の視点から災害危険性の内容を理解するため

には、地域特性をふまえて地域別に災害リスクを把握す

ると同時に、地震に対する住民の意識向上を図り、地域

住民が共同に地域の防災性を点検するなど、災害に対す

るリスクマネジメントが重要となる。 

 本研究では、神奈川県を対象として町丁レベルの地域

別の防災カルテを作成し、住民が防災活動を行う上での

基礎資料として活用できる情報を提供することを目的と

している。ここでは、平塚市を例とした防災カルテを例

示する。 

 

１）平塚市の概要 

平塚市は神奈川県の中央部に位置する相模川の河口の

右岸に立地する人口約 26 万人の中規模な都市である。南

東部は砂地盤である砂州・砂丘が広がり、川沿いは自然

堤防、人工改変地が広がっている。北部には後背湿地、

西部には火山地形やローム台地が広がっている。図１に

微地形区分図を示す。 

 

番号 地盤分類  ウエイト 面積比（RGi)

1 埋立地・干拓地 0.6 RG1 

2 砂洲・砂丘 0.5 RG2 

3 後背湿地 0.5 RG3 

4 自然堤防 0.5 RG4 

5 谷底平野 0.5 RG5 

6 人工改変地 0.3 RG6 

7 扇状地 0.2 RG7 

8 ローム台地 0.2 RG8 

9 砂礫台地 0.2 RG9 

10 火山・他の地形 0 RG10 

11 丘陵地 0 RG11 
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図４．平塚市の微地形区分図（50mX50mﾒｯｼｭ） 

 
２）地域別防災カルテのための項目別診断結果 
 平塚市における６項目の評価結果を図５に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５(a)人的被害危険度の評価結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５(b)地盤危険度の評価結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５(c)液状化危険度の評価結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５(d)火災危険度の評価結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５(e)建物倒壊危険度の評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５(f)予測震度の評価結果 

 
 
３）総合危険度の評価 
図５(a)～(f)に示すように、まず人的危険度、地盤危

険度、液状化危険度、火災危険度、建物倒壊危険度、予

測震度の6項目について個別に危険度を算定して評価を5

ランクに区分して表示した。これらの評価結果か各地域

ごとにランクの数値を合算して、その平均値から総合危

険度を評価してマップを作成した。図6に総合危険度の評

価結果を示した。ここに示した総合危険度の分布図（図

６）より、砂地盤や後背湿地の広がる東部を中心に総合

的な危険度が高いことが分かり、平塚市内において地域

別に相対的な危険度の相違が明瞭に認められる。 
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図６．総合危険度の評価結果 
 
 
４）地域別防災カルテ 
 以上の方法で評価した6項目の危険度から、得られた

値が大きいほど危険性が高いと評価し、最大値をランク5

に標準化し、各診断項目を5段階で評価し、レダーチャー

ト化して地域別防災カルテを表示した。一例として、 

図７に防災カルテの結果をします。 

 

 
図７．防災カルテの例示（小鍋島地区） 

 

一方、本研究で目的とする地域住民による災害リスク

の認識の高揚とその結果から導入を期待されるリスクマ

ネジメントへの適用のためには、レーダーチャートで表

示される災害リスクが地域特性を反映した結果となって

いることが期待される。その例として、平塚市全144地域

の内、千石河岸、岡崎、大神、土屋の危険度レーダーチ

ャートを図８に示す。 
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  (A)千石河岸地区     (B)岡崎地区 
 
 
 

 この図に示された結果から、地域防災カルテは地域ご

とに異なる評価結果を示し、地域の特性に対応した災害

リスクの内容を示す結果となっていることが理解される。 

 
６．まとめ 
近年、我国では阪神淡路大震災をはじめ、大きな被害

をもたらす地震災害を体験し、首都圏のみならず東海や

宮城県沖など、今後大地震の発生確率が高い地域におい

て防災対策の改善と強化が喚起されている。その際、地

域特性をふまえて災害リスクの内容を理解するための基

礎的資料の作成が重要となる。本研究では最終的に、地

域の防災カルテ作成によって得た診断結果をレーダーチ

ャートで示した事によって、その地域が地震時において

相対的にどのような危険度評価結果を示すのかを把握す

ることが可能となった。 

この方法で神奈川県全体の防災カルテを作成すること

が可能となった。今後の防災カルテの活用方法としては、

平塚市の対象地域ごとに防災カルテを配布し、自主防災

組織を通して地域住民間でソフトな面での防災対策を話

し合い、お互いに協力して進めていくことにより、町丁

目単位程度の細かい地域における地震災害に備える災害

リスクマネジメントが必要不可欠となるものと考えられ

る。 
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   (C)大神地区      (D)土屋地区 
  図３ 平塚市 各地域危険度レーダーチャー 
 

図８． 平塚市各地域の防災カルテ（危険度レーダーチャート）の例 
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